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連絡先：  
 

専攻分野：金融論，日本経済の実証分析, 応用計量経済学 

研究テーマ：個票データを用いた経済主体の金融資産保有に関する実証分析  

博士学位請求論文題目（予定）：経済主体の流動性資産保有決定要因に関する研究 

 

学 歴 

・2006 年 3 月 立教大学経済学部経済学科卒業 

・2008 年 3 月 一橋大学大学院経済学研究科修士課程（応用経済専攻）修了，経済学修士 

・2008 年 4 月 一橋大学大学院経済学研究科博士後期課程（経済理論・経済統計）入学 

・2009 年 5 月現在 同課程在学中 

 

職 歴 

・2008 年 4 月～現在          日本銀行調査統計局短期リサーチスタッフ 

・2008 年 6 月～2008 年 7 月   一橋大学大学院経済学研究科 TA（上級マクロ経済学） 

・2008 年 10 月～2009 年 3 月   一橋大学グローバル COE「社会科学の高度統計・実証分析

拠点構築」COE フェロー 

・2009 年 4 月～現在        独立行政法人経済産業研究所リサーチアシスタント 

 

研究業績 

・ディスカッションペーパー 

内野泰助（2009）「預金構成の変化が銀行の現金・準備預金保有に与える影響：銀行の財務

パネルデータによる実証分析」Global COE Hi-Stat Discussion Paper Series,No.29. 

・学会報告 

「預金構成の変化が銀行の現金・準備預金保有に与える影響」2008年度日本金融学会秋季

大会，2008年10月12日，於広島大学，事前査読有. 

 

照会先 

塩路悦朗教授（一橋大学大学院経済学研究科），北村行伸教授（一橋大学経済研究所） 

 


